
※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
い
合
わ
せ
先
　

　
熊
本
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
９
６
・
３
５
５
・
４
３
１
２

 

　
全
盲
の
落
語
家
で
音
楽
療
法
士
の
桂
福
点

さ
ん
に
、
障
が
い
者
の
人
へ
の
理
解
や
音
楽

療
法
な
ど
に
つ
い
て
の
、
講
演
と
創
作
落
語

を
披
露
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

と
き
　
12
月
16
日
（
火
）
　
午
後
１
時 

〜

と
こ
ろ
　
熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
（
熊
本

市
中
央
区
手
取
本
町
８-

９
）

参
加
費
　
無
料
（
事
前
の
申
し
込
み
が
必

要
）

定
員 

３
０
０ 

人

※

定
員
に
達
し
次
第
、
申
し
込
み
を
締
め
切

り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
障
が
い
者
支
援
課

☎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
３
７

　
子
ど
も
の
も
の
づ
く
り
（
化
石
レ
プ
リ
カ

づ
く
り
な
ど
）
体
験
活
動
を
中
心
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
映
画
化
・
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
漫
画

「
ぺ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」
の
著
者

岡
野
雄
一
氏
に
よ
る
基
調
講
演
は
、
著
書
に

は
な
い
裏
話
な
ど
が
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
家
族
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団
体

で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き
　
平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
熊
本
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
（
熊
本

市
中
央
区
手
取
本
町
８-

９
）

基
調
講
演
　

講
師
　
岡
野
雄
一
氏

演
題
「
ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
」

〜
ボ
ケ
る
と
も
、
悪
か
こ
と
ば
か
り

じ
ゃ
な
か
か
も
し
れ
ん
〜

料
金
　
無
料
（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
）

申
し
込
み
先
　

〒
８
６
０-

８
５
５
４
　
熊
本
県
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８-

９
）

Ｆ
Ａ
Ⅹ 

０
９
６
・
３
５
５
・
４
３
１
７

申
し
込
み
期
限
　

平
成
27
年
１
月
８
日
（
木
）

政治家の寄附は禁止、有権者が
求めることも禁止されています

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が選挙区内の人に、お金

や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも

禁止されています。寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。

政治家と有権者のクリーンな関係を保ち、お金のかからない選挙を実現するために、以下の寄附禁

止のルールを守りましょう。

①政治家の寄附の禁止　　　　　　　②政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
③政治家の関係団体の寄附の禁止　　④後援団体の寄附の禁止
⑤年賀状等のあいさつ状の禁止　　　⑥あいさつを目的とする有料広告の禁止

【三ない運動】贈らない！求めない！受け取らない！

詳しくはこちらをご覧ください。　
総務省　なるほど！選挙「寄附の禁止」
ホームページアドレス　http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/naruhodo/naruhodo08.html
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様
に
、人
工
的
な
地
形
が
続
い
て
お
り
、縄
張
り

と
し
て
の
ま
と
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
捨
て

曲
輪
」の
役
目
を
果
た
し
た
区
域
と
見
な
さ
れ

ま
す
。

　
内
田
今
城
跡
は
、村
の
セ
ン
タ
ー
的
な
城
跡
と

考
え
ら
れ
ま
す
。平
時
は
、領
民
の
精
神
的
な
拠

り
所
で
、城
と
麓
集
落
が
一
体
化
し
た「
総
構
え

の
城
」で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。有
事
の
際

は
、城
地
で
の
白
兵
戦
が
必
至
で
す
が
、そ
の
際

に
、敵
勢
を
一
旦
、外
縁
地
区
に
誘
い
込
む
戦
法

が
取
ら
れ
ま
し
た
。こ
こ
で
の
戦
い
は
、最
終
的
な

勝
敗
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。敵
方
の
勢
力
の
様

子
を
見
て
、そ
れ
か
ら
そ
の
曲
輪
を
捨
て
、城
内

で
の
本
戦
に
持
ち
込
む
手
筈
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。万
一
の
場
合
、逃
げ
道
に
も
な
り
ま
し

た
。そ
の
た
め
に
、「
捨
て
曲
輪
」と
呼
ば
れ
た
の

で
す
。

　
こ
の
様
に
、内
田
今
城
跡
の
調
査
結
果
と
比
較

す
る
こ
と
で
、江
栗
城
跡
の
本
質
が
推
察
出
来
ま

す
。

が
、借
地
で
は
、造
れ
な
い
ほ
ど
の
大
規
模
工
事
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。原
形
は
、城
内
か
ら
、北
下
の

古
道（
現・県
道
）へ
至
る
抜
け
道
と
推
察
さ
れ
ま

す
。

　
62
は
、野
首
の
上
段
か
ら
始
ま
り
ま
す
。上
に

登
る
と（
高
低
差
1ｍ
）、北
側
へ
長
さ
30ｍ
分
は
、

幅
３ｍ
程
で
、ま
さ
に
、土
塁
そ
の
も
の
の
感
じ
が

し
ま
す
。そ
し
て
、そ
れ
か
ら
先
は
、や
や
幅
広
の

帯
状
の
丘
陵
地
に
変
化
し
て
、北
へ
延
び
て
い
き

ま
す
。こ
の
地
形
は
、丘
陵
の
北
側
主
軸
部
分
に

あ
た
り
ま
す
。上
面
域
は
、大
方
、平
ら
で
す
。

　
62
の
西
縁
下
は
、直
に
近
い
急
斜
面
で
、
一

方
、第
２
衛
生
セ
ン
タ
ー
側
の
東
側
は
、緩
斜
面
の

状
況
に
あ
り
ま
す
。西
縁
下
は
、急
傾
斜
地
に
手

を
加
え
て
、極
め
て
、堅
固
な
防
衛
ラ
イ
ン
が
形

成
さ
れ
て
い
ま
す
。東
側
の
エ
リ
ア
は
、段
状
地
形

に
な
っ
て
い
て
、こ
こ
に
、守
備
兵
の
配
置
が
出
来

ま
す
。こ
の
様
に
、野
首
か
ら
北
側
の
区
域
も
、重

要
な
役
目
を
果
た
し
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
す
。

〔
付
記
１
〕江
栗
城
跡
の
様
に
、縦
長
の
帯
状
丘

陵
地
に
築
か
れ
た
町
内
城
跡
は
、内
田
今
城
跡

が
挙
げ
ら
れ
ま
す（
調
査
済
み
）。内
田
地
区
に

今
城
の
字
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。江
栗
城
跡
と
同

じ
文
献
未
記
載
で
す
。

　
内
田
今
城
跡
は
、全
長
６
０
０ｍ
に
も
及
び
ま

す
。こ
の
城
跡
で
は
、Ⅲ
郭
の
北
側
に
堀
切
が
残
っ

て
い
ま
す
。し
か
し
、堀
切
の
上
場
幅
は
、４ｍ
と

狭
く
、そ
れ
よ
り
南
域
に
も
、Ⅰ
郭
〜
Ⅲ
郭
と
同

年
も
残
す
と
こ
ろ
、１
ケ
月
余
り
に

な
り
ま
し
た
。「
光
陰
矢
の
ご
と
し
」

と
は
、良
く
言
っ
た
も
の
で
す
。ま
た
、

歳
を
重
ね
ま
す
。

М
区

　
帯
状
丘
陵
地
の
括
れ
箇
所
で
、「
野
首
」と
呼

ば
れ
ま
す
。江
栗
城
跡
の
地
形
は
、こ
こ
を
境
に
、

南
北
両
側
で
、大
き
く
異
な
り
ま
す
。北
側
は
帯

状
地
形
が
そ
の
ま
ま
端
部
ま
で
続
き
、南
側
は
、

ラ
ッ
パ
状
に
膨
ら
ん
で
、Ⅰ
郭
〜
Ⅲ
郭
の
縄
張
り
が

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
様
な
場
合
、通
常
の

山
城（
平
山
城
）で
は
、野
首
が
堀
切
で
断
ち
切

ら
れ
て
、内
側
が
真
の
城
域
、外
側
の
帯
状
地
形

が
、外
縁
地
区
と
な
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、江
栗
城
跡
で
は
、野
首
に
堀
切
が

存
在
し
ま
せ
ん
の
で
、城
域
の
見
極
め
が
非
常
に

困
難
で
す
。地
形
図
で
見
る
と
、こ
の
野
首
か
ら
、

４
０
０ｍ
先
に
、地
形
の
末
端
部
が
あ
り
ま
す
。

　
60
は
、野
首
に
手
を
加
え
た
造
成
地
で
す
。全

長
42ｍ
、幅
４
〜
2・5ｍ
、こ
の
区
画
に
よ
って
、地

形
の
括
れ
箇
所
が
、さ
ら
に
狭
く
な
って
い
ま
す
。

あ
る
意
味
で
、堀
切
に
準
ず
る
区
画
で
す
。

　
61
は
、丘
陵
地
の
背
面
を
通
る
尾
根
道
で
、Ⅱ

郭
か
ら
南
側
へ
顕
著
に
認
め
ら
れ
ま
す
。し
か

し
、野
首
か
ら
北
側
は
、背
面
か
ら
少
し
東
下
へ

ず
れ
て
、造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。程
な
く
し
て
、第

２
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
北
門
口
へ
下
っ
て
い
ま
す
。九

電
鉄
塔
建
設
時
の
資
材
搬
入
道
と
も
思
え
ま
す

今
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江栗城跡　Ⅱ郭縄張り図（中心域より北側）

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
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会
副
委
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長
）

江
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